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陸水学は、陸水という場、つまり湖沼や河川、湿原や

地下水、温泉水や塩湖、人工的な池沼や水槽など、海

岸線から内陸側に存在する水体を扱う学問分野である。

従って、対象とする現象や手法には制限がなく、例えば

文学作品における陸水の形容表現から過去の環境を

復元する試み（谷口，1995；1997）や、湖底堆積物にお

ける年縞による古環境復元（中川，2024）なども陸水学

に含まれるのである。つまり陸水学は潜在的に非常に

広い手法や対象をカバーしている。しかし、現代の陸水

学で発表される研究成果の多くは、湖沼や河川などの

生物や物理や化学に関する、誤解を恐れずにいえばど

こか型に嵌った、過去の成果の延長線上に位置してい

るように思われ、過去の業績とは全く断絶した全く新し

い分野開拓の試みは滅多に見ることがないように思わ

れる（私が浅学であるだけなのかもしれないが）。 

陸水学には約100年の歴史があるので、時代ごとに、

また（陸水○○学のような）いくつかの branch における優

れた教科書（例えばゴールドマン，1999；Allan et al., 

2021）やレビューを参照することで、ほとんど研究されて

いない事柄を探し出す目途をつけることができる。そこ

で、本発表では、僭越ながら陸水学の新しい展開を志

し、ここ数年間に、陸水学ではほとんど/全く使われてい

ない、個人的に発見した新しい技術や事物の見方、あ

るいは着想・着手した試みなどをいくつか紹介し、陸水

学の今後の発展について議論したい。 
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